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   障害者の「あきらめ」の構造と介助関係に関する研究 
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ては、2010年 5月、3人（女 2、男 1）の研究協力者へのプレ調査を実施した。本調査では、

































人数を基準とし、東京都と大阪府は 6人以上、その他の地域は 2人以上の職員のいる CILを
選定した。選定された 23ヶ所全てに研究の概要と依頼書を郵送した結果、18ヶ所から協力
















































































































































































ラムを中心事業に置いて、1986 年 6 月、日本で初めての米国型の自立生活センターである
「ヒューマンケア協会」（東京・八王子）を発足させた。事務局の中心メンバーは中西正司
を始め、安積純子（現・遊歩）、樋口恵子など米国から自立生活センターを学んできた人が












































芝の会は 1957 年に東京都大田区の矢口保育園で、約 40 名で発足された団体である（初期
会長は山北厚）。1957年に組織された団体であるが、青い芝の会の運動を論じる際、研究者














「1960 年代後半の会の活動が不明であることによって、1960 年代と 1970 年代の運動のつ
ながりが不明である」（ibid:105）ことも指摘し、1970年代以降の青い芝の会の運動を理解
するためには 1960年代の活動の検討が重要と述べる。それはそれで一理ある。 






































































































































































































































































































































































































































































































































































研究協力者の「性別」は、＜男性＞が 26 人（54.2%）、＜女性＞が 22 人（45.8%）（表 2-
1-1）で、「年齢」構成は＜20 代＞が 8 人（16.7%）、＜30 代＞が 15 人（31.3%）、＜40 代＞














の等級は 46人が 1級、2人が 2級）。「CIL勤務期間」の内訳は、＜2年未満＞が 5人（10.4%）、



















%  年齢 
人
数 




男 26 54.2  20代 8 16.7  先天 39 81.3 
女 22 45.8  30代 15 31.3  中途 9 18.8 
 
 40代 13 27.1     
 50代 9 18.8     



















脳性まひ 26 54.2  経験あり 28 58.3  普通学校のみ 18 37.5 
筋ジストロフィ
ー・筋萎縮症 
7 14.6  
一時経験あ
り 
5 10.4  養護学校のみ 16 33.3 










           




%  介助時間 
人
数 




一人暮らし 32 66.7  1～5時間 19 39.6  2年未満 5 10.4 





















2010年 5月、3人（女 2、男 1）の研究協力者によるプレ調査を実施した。その後、富士













由者職員の人数が東京都と大阪府は 6 人以上、その他の地域は 2 人以上の肢体不自由者職















































































































































先天（39人） 22 17 





脳性まひ（26人） 16 10 
筋ジストロフィー・筋萎縮症（7人） 3 4 
脊髄・頸椎・頸髄（8人） 3 5 











経験あり（28人） 16 12 
一時経験あり（5人） 1 4 
経験なし（15人） 8 7 
学
校 
普通学校のみ（18人） 8 10 
養護学校のみ（16人） 9 7 
普通学校⇒養護学校（11人） 7 4 





一人暮らし（32人） 16 16 
親との暮らし（3人） 1 2 







1～5時間（19人） 9 10 
6～15時間（16人） 10 6 
16～24時間（12人） 5 7 






2年未満（5人） 2 3 
2年以上～6年未満（9人） 4 5 
6年以上～10年未満（9人） 5 4 




















男（26人） 14 12 
女（22人） 11 11 
年
齢 
20代（8 人） 4 4 
30代（15人） 6 9 
40代（13人） 6 7 
50代（9 人） 8 1 
60代（3 人） 1 2 



























































































































































































・地元の学校に通うこと         ・養護学校通うこと 






























































































男（26人） 10 10 9 11 7 
女（22人） 13 12 7 3 7 
年
齢 
 20代（ 8人） 3 4 3 3 3 
 30代（15人） 6 8 7 3 5 
 40代（13人） 8 5 3 5 4 
 50代（ 9人） 5 3 3 3 2 





先天（39人） 18 12 15 12 9 





脳性まひ（26人） 12 12 7 9 7 
筋ジストロフィー・筋萎縮症（7人） 3 2 5 2 0 
脊髄・頸椎・頸髄（8人） 5 4 0 1 4 











経験あり（28人） 16 14 9 7 7 
一時経験あり（5人） 3 1 0 1 0 
経験なし（15人） 4 7 7 6 7 
学
校 
普通学校のみ（18人） 7 7 7 5 9 
養護学校のみ（16人） 10 9 4 5 3 
普通学校⇒養護学校（11人） 5 3 4 4 1 





一人暮らし（32人） 14 15 11 8 8 
親との暮らし（3人） 2 1 1 0 1 







1～5時間（19人） 7 7 4 7 6 
6～15時間（16人） 10 6 8 5 5 
16～24時間（12人） 6 8 3 2 2 






2年未満（5人） 1 4 3 1 3 
2年以上～6年未満（9人） 7 3 1 3 4 
6年以上～10年未満（9人） 3 1 3 2 1 














































































































































































































































































































































































男（26 人） 11 8 2 3 
女（22 人） 10 4 2 0 
年
齢 
20代（8人） 4 2 1 0 
30代（15人） 8 2 1 1 
40代（13人） 5 3 2 2 
50代（ 9人） 4 4 0 0 





先天（39人） 16 11 2 2 





脳性まひ（26人） 11 9 2 1 
筋ジストロフィー・筋萎縮症
（7人） 
4 1 0 1 
脊髄・頸椎・頸髄（8人） 4 1 1 1 











経験あり（28人） 11 9 1 0 




経験なし（15人） 8 3 2 2 
学
校 
普通学校のみ（18人） 8 2 2 2 
養護学校のみ（16人） 8 5 1 0 
普通学校⇒養護学校（11人） 2 5 0 1 





一人暮らし（32人） 14 6 2 2 
親との暮らし（3人） 2 1 1 0 
パートナーとの暮らし（13
人） 







1～5時間（19人） 5 5 1 1 
6～15時間（16人） 9 3 2 1 
16～24 時間（12人） 7 3 1 1 








2年未満（5人） 4 1 1 0 
2年以上～6年未満（9人） 3 4 0 1 
6年以上～10年未満（9人） 4 1 1 0 













































































































































































































































「あきらめ」 ＜否定的あきらめ＞ ＜肯定的あきらめ＞ ＜回避的あきらめ＞ 




















































































筆者  ：自分が周りの金になると感じるんですか。 
Eさん ：感じる。 
筆者  ：それってどんな気持ちかな。自分が周りの人の金になる･･･ 
Eさん ：自分が生きてるので、周りには金が入ってくる 













































































































































































































































































































 健常者優位の価値観からの脱却             




否定的障害観 パターナリズム 差別性 否定される身体 社会の意識 
               
常に見られる／知られる 施設環境の脆弱性    環境 
               
否定的自己意識 固定したイメージ   個人の意識    
               
介助する側が優先される 介助を要するゆえ     介助関係 


































































































































































  健常者意識からの転換 
            
           
常に見られる／知られる 
 介助者不足問題  
否定的自己意識    個人の意識 
介助者の機嫌を窺う  介助関係 
 
障害者に対する周囲の理解不足   社会の意識 
社会保障制度        ／環境 
            
これまでの困難な経験 固定したイメージ  
身体的特性とかかわる制約  個人の意識 
      
介助者の存在 介助者との価値観の相違  








   
健常者意識からの転換 
            




























































































































































































































































































































































な学者であるダール（Robert Alan Dahl）は「さもなければ Bがなさなかったような事柄を















力を権力と捉えた。また、ルークスは「A が B に対して権力を行使するのは、A が B の利







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                 

































































































































































































































































































































































































































































































































































3 厚生労働省ホームページより www1.mhlw.go.jp/houdou/1006/h0617-1.html  
4  JIL のホームページより  http://www.j-il.jp/kamei/yoken.html 








7 青い芝の会の行動綱領が横田一人によって作成されたことや、78 年 7 月横塚の死去後、
青い芝の会の方向性が大きく変化したことがあげられる。そして、青い芝の会と他団体
との意見の対立は 78 年 8 月の「全障連第３回大会」のとき青い芝の会が提案した行動
綱領が採択されないことから、その後青い芝の会は「全障連大会」に半数近くが実質的
に参加しなくなった。 








12  To care for another person, in the most significant sense, is to help him grow and 
actualize himself. 
13  Mary E. Daly2001:37）に書かれた言葉である。 
14 佐藤ら(2002：971)は「特に『諦める』は症状消失前後に聞かれることのある言葉であ
り、精神療法的にも重要な日常語であると考えられる」と述べる。また、上田（1996）






















19 本論文の巻末に「第 2 章 参考資料」として整理した。 
20 http://www.educa.nagoya-u.ac.jp/~otani/scat/ 
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・我慢する             
・やりたいことを我慢する 
我慢する 










・その場を回避する、次につなげる、無難に通り過ぎる  無難 
・楽になる 楽になる 
・気持ちのけじめ                   
・気持ちの切り替え 
 気持ちの切り替え 
・自分の意思がある場合とない場合がある         













































































・結婚式での相手の親の参加                       
・出産・育児 











・親から他の兄弟と同等の扱いを受けたい                 
・親にやりたいことが言えない（返品された製品みたい） 







・介助者の意向に反してものを言うこと                  
・人に自分の気持ちをはっきり言うこと                
・人に何かを頼むこと 
介助者との関係 








・教員になること                         
・飛行機のパイロット 
なりたいこと 










































































・ない（あきらめと思いたくない）                  
・今はない  
あきらめはない 
・制度上の結婚                          
・障害者に対する社会の価値観 
社会の価値観 
・自分の生活スタイル                       
・夜遅くまで起きること（介助者が明日仕事があるとき） 
・早朝、深夜に出かけること（介助者が少ないため） 


















・転校した学校でのＰＴＡ等の活動                  



























より便利に利用できる施設（設備）を求めること                
（片方の出口のみのエレベーター） 
物理的バリアの改善 
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け
り
ゃ
な
ら
な
か
っ
た
り
。
恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
デ
ー
ト
し
た
い
か
ら
な
ん
て
言
え
な
い
し
。
じ
ゃ
な
い
と
会
え
る
の
は
土
日
と
か
じ
ゃ
な
く
て
施
設
に
い
る
時
だ
け
み
た
い
な
。
親
に
車
を
出
し
て
、
デ
ー
ト
し
た
い
、
恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
い
親
の
い
る
状
況
デ
ー
ト
が
で
き
な
い
親
に
よ
る
介
護
知
ら
れ
る
／
見
ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
常
に
親
の
介
護
を
受
け
る
、
自
分
の
こ
と
が
常
に
知
ら
れ
る
／
見
ら
れ
る
生
活
、
人
に
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
る
行
動
が
で
き
な
い
2
A
B
本
当
に
二
人
っ
き
り
の
デ
ー
ト
は
そ
の
当
時
は
全
く
し
た
こ
と
が
無
く
て
。
私
は
一
生
恋
愛
で
き
な
い
の
か
な
と
か
、
あ
き
ら
め
た
方
が
良
い
の
か
な
と
か
、
何
か
そ
う
い
う
こ
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
い
け
な
い
こ
と
み
た
い
な
気
持
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
二
人
っ
き
り
一
生
恋
愛
で
き
な
い
、
考
え
る
こ
と
自
体
が
い
け
な
い
普
通
の
恋
愛
が
で
き
な
い
知
ら
れ
る
／
見
ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
恋
愛
へ
の
自
己
抑
制
3
A
B
あ
き
ら
め
と
言
え
ば
、
私
達
が
入
浴
と
か
の
時
も
男
性
の
職
員
が
入
っ
て
き
た
り
し
て
た
ん
で
す
よ
。
(中
略
)
逆
に
だ
か
ら
男
性
に
も
女
性
の
看
護
師
が
入
っ
た
り
と
か
普
通
に
あ
り
ま
し
た
ね
。
ど
っ
ち
に
も
あ
り
得
る
こ
と
だ
っ
た
ん
で
気
に
し
た
ら
い
け
な
い
み
た
い
な
。
逆
に
気
に
す
る
方
が
お
か
し
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
あ
き
ら
め
て
ま
し
た
ね
。
入
浴
、
男
性
の
職
員
気
に
し
た
ら
い
け
な
い
入
浴
時
の
異
性
介
助
問
題
視
し
な
い
よ
う
に
す
る
女
性
性
が
否
定
さ
れ
る
環
境
（施
設
）
介
助
す
る
側
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
女
性
性
の
抑
制
4
A
B
本
当
は
あ
と
は
体
を
動
か
す
こ
と
に
す
ご
く
興
味
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
体
操
選
手
と
か
、
あ
と
ス
ポ
ー
ツ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
す
ご
く
興
味
が
あ
っ
た
時
期
が
。
(中
略
)自
分
は
思
っ
た
よ
う
に
指
も
体
も
動
か
な
い
か
ら
っ
て
い
っ
て
あ
き
ら
め
て
。
体
を
動
か
す
・・
・興
味
が
あ
っ
た
思
っ
た
よ
う
に
指
も
体
も
動
か
な
い
運
動
へ
の
関
心
身
体
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
身
体
を
理
由
に
し
た
興
味
の
制
限
運
動
を
楽
し
み
た
い
欲
求
を
制
約
さ
せ
る
身
体
性
5
R
中
学
校
に
２
年
し
か
行
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
学
校
に
行
っ
て
い
る
時
は
外
出
し
て
た
の
が
、
学
校
に
行
か
な
く
な
っ
て
月
に
１
回
と
か
２
回
し
か
外
に
出
な
く
な
っ
て
。
(中
略
)そ
れ
が
10
年
間
。
(中
略
)外
出
が
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
面
会
者
が
い
れ
ば
、
面
会
し
に
き
た
人
に
外
に
出
し
て
も
ら
え
た
ん
で
す
け
ど
１
０
年
間
・・
・外
出
が
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
長
年
に
わ
た
る
外
出
の
困
難
外
出
が
制
約
さ
れ
る
環
境
障
害
者
の
社
会
参
加
を
阻
む
生
活
環
境
第
３
章
　
参
考
資
料
③
　
自
立
生
活
前
の
「あ
き
ら
め
」の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
分
析
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6
R
そ
れ
が
も
う
障
害
と
い
っ
て
も
思
い
も
あ
っ
て
、
「僕
は
も
う
ど
う
せ
人
間
と
し
て
生
き
た
い
」と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
い
け
な
い
し
、
結
婚
と
か
無
理
だ
ろ
う
。
僕
は
昔
、
そ
う
い
う
経
験
が
あ
っ
て
、
小
学
校
高
学
年
、
６
年
ぐ
ら
い
の
時
か
な
、
よ
く
う
ち
に
遊
び
に
来
て
い
た
保
健
所
の
女
の
子
が
や
っ
ぱ
り
女
性
で
、
好
き
で
打
ち
明
け
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
僕
は
障
害
者
だ
か
ら
言
っ
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
っ
て
い
う
よ
う
な
あ
き
ら
め
を
自
分
で
勝
手
に
し
て
し
ま
っ
て
人
間
と
し
て
生
き
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
、
結
婚
と
か
無
理
、
障
害
者
だ
か
ら
、
し
よ
う
が
な
い
障
害
者
は
恋
愛
が
で
き
な
い
障
害
者
は
人
間
と
し
て
生
き
ら
れ
な
い
障
害
者
は
普
通
の
欲
求
が
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
否
定
的
障
害
観
に
よ
る
欲
求
の
制
約
7
R
施
設
に
い
た
時
、
好
き
な
人
い
た
ん
で
す
け
ど
、
利
用
者
同
士
で
恋
愛
な
ん
か
で
き
る
場
所
は
な
か
っ
た
ん
で
、
ま
た
そ
こ
で
僕
の
気
持
ち
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
。
環
境
が
も
う
あ
ま
り
に
も
低
か
っ
た
ん
で
。
施
設
、
気
持
ち
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
あ
き
ら
め
施
設
は
恋
愛
が
で
き
な
い
環
境
知
ら
れ
る
／
見
ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
知
ら
れ
る
／
見
ら
れ
る
生
活
環
境
に
よ
る
恋
愛
の
抑
制
8
X
そ
の
と
き
に
付
き
合
っ
て
た
と
い
う
か
、
会
社
で
い
ろ
い
ろ
話
し
た
り
し
て
、
好
意
を
持
っ
て
、
向
こ
う
も
好
意
を
持
っ
て
た
彼
女
っ
て
い
え
ば
彼
女
で
す
ね
。
そ
の
彼
女
が
最
初
は
ち
ょ
っ
と
わ
た
し
が
入
院
し
て
た
と
き
に
お
見
舞
い
に
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
来
て
く
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
遠
く
い
っ
て
っ
て
。
そ
れ
が
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
彼
女
、
遠
く
い
く
、
つ
ら
か
っ
た
事
故
後
彼
女
が
去
っ
て
い
く
恋
愛
関
係
の
喪
失
受
傷
に
よ
る
恋
愛
関
係
の
喪
失
9
X
そ
の
当
時
は
仕
事
も
辞
め
な
い
か
ん
、
彼
女
と
の
別
れ
が
あ
っ
た
り
い
ろ
ん
な
こ
と
が
や
っ
ぱ
り
ド
ン
と
き
た
り
し
て
、
そ
こ
が
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ
た
と
き
で
す
ね
。
全
て
で
す
ね
、
そ
の
と
き
の
。
仕
事
も
辞
め
…
彼
女
と
の
別
れ
・・
・全
て
で
す
ね
障
害
を
も
つ
こ
と
で
全
て
を
失
う
経
験
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
失
う
受
傷
に
よ
る
健
常
者
と
し
て
の
生
活
の
喪
失
10
X
例
え
ば
外
出
す
る
の
に
も
、
外
出
届
出
さ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
か
。
散
歩
が
好
き
な
ん
で
、
散
歩
し
よ
う
と
し
た
ら
、
散
歩
す
る
に
も
「外
出
届
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」っ
て
言
わ
れ
た
の
が
妙
に
な
ん
か
印
象
に
残
っ
て
て
、
「施
設
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
制
限
が
あ
る
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
行
き
づ
ら
い
な
あ
」っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、
だ
か
ら
「早
く
こ
こ
を
出
た
い
な
」っ
て
い
う
の
が
ず
っ
と
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
散
歩
、
外
出
届
、
施
設
、
制
限
自
由
な
外
出
の
困
難
外
出
が
制
約
さ
れ
る
環
境
自
由
な
生
活
を
阻
む
環
境
11
Y
　
ま
た
こ
れ
は
、
障
害
を
持
っ
た
と
き
に
思
っ
た
の
は
、
例
え
ば
好
き
な
人
が
で
き
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
こ
う
、
普
通
は
肩
を
並
べ
て
歩
く
け
ど
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
か
。
障
害
、
肩
を
並
べ
て
歩
く
、
で
き
な
い
障
害
を
も
っ
て
か
ら
普
通
の
恋
愛
が
で
き
な
い
恋
愛
に
対
す
る
固
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
恋
愛
へ
の
自
己
抑
制
13
0 
12
Y
昔
か
ら
の
友
達
と
か
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
人
た
ち
に
も
、
自
分
の
ほ
う
が
ま
ず
は
、
こ
う
い
う
姿
を
見
ら
れ
た
く
な
い
な
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
け
ど
、
学
校
と
か
に
通
い
始
め
る
と
・・
・ち
ょ
っ
と
こ
う
期
待
し
て
、
普
通
に
仲
良
く
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
仲
良
く
し
て
く
れ
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
何
も
言
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
中
に
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
こ
う
、
距
離
を
置
い
て
も
い
い
か
と
い
う
、
あ
き
ら
め
で
す
か
。
友
達
、
姿
を
見
ら
れ
た
く
な
い
期
待
、
仲
良
く
し
て
く
れ
な
か
っ
た
障
害
を
も
っ
た
自
分
を
隠
し
た
い
自
分
の
期
待
と
周
り
の
態
度
の
ギ
ャ
ッ
プ
自
分
の
も
つ
障
害
へ
の
否
定
的
意
識
周
り
の
障
害
(者
)へ
の
不
理
解
障
害
へ
の
否
定
的
意
識
と
周
囲
の
不
理
解
に
よ
る
友
人
関
係
の
維
持
の
困
難
13
Y
妹
や
弟
も
ま
だ
そ
う
い
う
年
齢
だ
っ
た
の
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
言
う
わ
け
で
す
ね
。
「歩
け
な
い
よ
」と
か
。
で
も
、
そ
れ
に
言
い
返
さ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ
ん
ま
り
自
分
も
昔
そ
う
い
え
ば
そ
う
言
っ
た
し
、
そ
う
い
う
馬
鹿
に
し
て
た
っ
て
言
う
と
あ
れ
だ
け
ど
、
か
ら
か
っ
て
た
人
が
い
て
。
自
分
が
そ
の
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
何
か
、
強
く
言
え
な
い
し
、
む
し
ろ
妹
や
弟
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
る
み
た
い
な
感
覚
が
あ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
お
兄
ち
ゃ
ん
と
し
て
、
「そ
ん
な
こ
と
言
う
な
」っ
て
い
う
の
は
言
え
な
か
っ
た
か
ら
。
妹
や
弟
・・
・強
く
言
え
な
い
馬
鹿
に
し
て
い
た
、
自
分
が
そ
の
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
兄
弟
に
対
し
て
意
見
が
言
え
な
い
障
害
(者
)へ
の
否
定
的
意
識
否
定
的
障
害
(者
）観
に
よ
る
兄
弟
関
係
の
変
化
否
定
的
障
害
(者
）観
に
よ
る
兄
弟
関
係
の
変
化
14
N
そ
う
で
す
ね
、
学
校
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
行
け
な
か
っ
た
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
と
か
、
た
だ
遊
び
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
結
局
で
き
な
か
っ
た
あ
き
ら
め
た
り
も
。
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
・・
・結
局
で
き
な
か
っ
た
健
常
者
の
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な
る
生
活
障
害
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
る
生
活
15
N
洗
い
き
れ
て
な
い
た
と
こ
ろ
に
女
性
の
前
と
か
や
っ
た
ら
、
何
か
、
洗
い
き
れ
て
な
い
し
、
ち
ょ
っ
と
「あ
、
や
め
よ
う
か
」み
た
い
な
、
そ
ん
な
近
づ
け
な
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
し
た
ね
洗
い
き
れ
て
な
い
、
近
づ
け
な
い
自
分
が
汚
い
と
思
う
異
性
と
距
離
を
置
く
自
分
の
清
潔
感
と
人
間
関
係
清
潔
状
態
か
ら
く
る
自
己
否
定
16
A
I
な
り
た
か
っ
た
の
は
、
普
通
の
人
間
。
人
間
に
な
り
た
か
っ
た
。
欲
し
か
っ
た
も
の
は
自
由
。
（イ
ン
:自
由
？
）自
由
と
希
望
と
夢
。
普
通
の
人
間
、
自
由
と
希
望
と
夢
障
害
の
な
い
人
の
よ
う
に
な
り
た
い
障
害
の
な
い
状
態
へ
の
憧
れ
障
害
の
な
い
状
態
の
意
味
と
し
て
の
普
通
の
人
間
に
な
り
た
い
希
望
17
A
I
い
わ
ゆ
る
結
婚
と
か
子
ど
も
と
か
も
、
半
ば
あ
き
ら
め
。
ま
ず
自
分
の
こ
と
を
女
と
し
て
は
見
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
な
っ
て
。
結
婚
、
子
ど
も
・・
半
ば
あ
き
ら
め
女
と
し
て
見
て
も
ら
え
な
結
婚
や
子
ど
も
を
も
つ
こ
と
が
難
し
い
女
性
性
を
否
定
さ
れ
る
女
性
性
の
否
定
女
性
性
の
否
定
18
A
J
だ
か
ら
そ
こ
で
も
う
自
分
は
女
性
じ
ゃ
な
く
て
患
者
っ
て
い
う
生
き
物
な
ん
だ
と
思
っ
て
生
き
て
い
か
な
い
と
こ
こ
で
は
生
き
て
い
け
な
い
ぐ
ら
い
思
っ
て
。
「自
分
は
女
性
な
ん
だ
」っ
て
い
う
感
覚
も
も
う
あ
き
ら
め
て
、
「こ
こ
で
は
患
者
で
い
る
し
か
な
い
ん
だ
」み
た
い
に
思
っ
て
た
の
は
ず
っ
と
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
女
性
じ
ゃ
な
く
、
患
者
で
い
る
し
か
な
い
女
性
よ
り
患
者
の
立
場
が
優
先
さ
れ
る
女
性
性
が
抑
制
さ
れ
る
環
境
介
助
を
要
す
る
ゆ
え
の
女
性
性
の
抑
制
13
1 
19
A
D
体
育
の
授
業
で
跳
び
箱
と
か
鉄
棒
と
か
で
き
な
い
ん
で
、
あ
と
、
プ
ー
ル
も
入
れ
な
か
っ
た
ん
で
、
で
も
、
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
悲
し
い
わ
け
で
も
な
く
、
本
当
に
、
ま
あ
ま
あ
ま
あ
・・
・う
ん
ー
・・
・た
ぶ
ん
・・
・う
ま
く
説
明
で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
、
も
う
自
分
で
見
て
、
あ
、
こ
れ
は
、
あ
、
私
は
で
き
な
い
。
跳
び
箱
と
か
鉄
棒
と
か
で
き
な
い
、
悲
し
い
わ
け
で
も
な
く
身
体
的
に
で
き
な
い
こ
と
へ
の
「あ
き
ら
め
」は
悲
し
く
な
い
自
分
の
身
体
へ
の
認
知
に
も
と
づ
く
判
断
や
感
情
身
体
と
関
係
す
る
欲
求
へ
の
思
い
は
比
較
的
に
断
ち
切
り
や
す
い
20
A
D
体
力
的
に
、
た
ぶ
ん
つ
い
て
い
け
な
い
と
。
さ
っ
き
、
体
育
の
話
も
そ
う
で
す
け
ど
、
結
構
、
パ
ッ
と
見
て
判
断
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
、
そ
う
い
う
こ
と
を
、
た
ぶ
ん
。
見
た
目
で
判
断
す
る
と
言
う
か
、
一
度
見
た
だ
け
で
判
断
し
て
し
ま
う
と
言
う
か
。
体
力
、
パ
ッ
と
見
て
判
断
身
体
性
直
感
的
な
判
断
自
分
の
身
体
へ
の
認
知
に
も
と
づ
く
感
覚
的
判
断
身
体
と
関
係
す
る
欲
求
へ
の
感
覚
的
判
断
21
A
D
自
分
で
出
掛
け
る
っ
て
い
う
の
も
ず
っ
と
し
て
な
か
っ
た
。
本
当
に
も
う
生
ま
れ
て
か
ら
大
学
の
４
年
生
ま
で
か
な
、
し
た
こ
と
が
な
く
て
。
(中
略
)ど
う
し
て
も
親
と
出
掛
け
る
と
、
親
は
自
分
の
こ
と
を
も
う
分
か
っ
て
る
か
ら
楽
な
の
で
、
な
か
な
か
ほ
か
の
人
に
っ
て
い
う
の
が
出
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
（中
略
）そ
の
初
め
て
、
介
護
者
さ
ん
と
出
掛
け
た
時
に
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
人
に
、
「い
つ
も
、
ど
こ
を
持
っ
て
る
？
」っ
て
聞
い
た
（聞
か
れ
た
：筆
者
）覚
え
が
あ
り
ま
す
。
・・
・そ
こ
で
「あ
あ
、
自
分
は
何
も
分
か
っ
て
な
い
ん
だ
な
」っ
て
い
う
の
も
知
っ
た
し
、
そ
れ
で
、
か
な
り
自
信
が
な
く
な
っ
た
り
も
し
て
、
ち
ょ
っ
と
大
変
で
し
た
。
自
分
で
出
か
け
る
・・
・
ず
っ
と
し
な
か
っ
た
親
は
自
分
の
こ
と
を
も
う
分
か
っ
て
る
、
楽
介
護
者
、
自
分
は
何
も
分
か
っ
て
な
い
親
な
し
の
外
出
は
し
な
い
親
と
の
外
出
は
楽
自
分
の
介
助
ニ
ー
ズ
を
伝
え
ら
れ
な
い
親
へ
の
依
存
に
よ
る
自
主
的
外
出
の
放
棄
自
分
の
受
動
性
の
認
識
親
へ
の
依
存
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
欠
如
22
A
A
（４
人
姉
妹
が
い
る
が
）自
分
だ
け
が
自
転
車
に
乗
り
た
く
て
も
乗
れ
な
い
し
、
動
け
な
い
か
ら
買
っ
て
も
ら
え
な
く
て
、
み
ん
な
は
自
転
車
に
乗
っ
て
遊
び
に
行
っ
た
り
、
し
て
る
の
に
、
自
分
は
家
の
中
で
帰
っ
て
く
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
・・
・
自
転
車
、
動
け
な
い
、
乗
れ
な
い
身
体
的
能
力
の
ゆ
え
に
皆
と
遊
び
が
で
き
な
い
。
健
常
者
と
同
じ
遊
び
が
で
き
な
い
身
体
的
特
性
に
よ
っ
て
生
じ
る
活
動
の
制
限
、
周
り
か
ら
の
疎
外
感
23
A
A
５
歳
の
と
き
に
、
○
○
病
院
で
入
院
し
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
っ
て
い
う
の
は
、
す
ご
く
辛
く
て
、
何
か
家
に
は
帰
れ
な
い
っ
て
い
う
、
ず
っ
と
こ
こ
の
病
院
で
生
活
す
る
し
か
な
い
、
と
い
う
状
況
が
あ
き
ら
め
に
な
っ
た
の
か
な
。
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
、
病
院
で
生
活
す
る
し
か
な
い
望
ま
な
い
生
活
の
場
で
の
暮
ら
し
障
害
ゆ
え
の
生
活
の
場
の
変
化
障
害
ゆ
え
に
家
族
と
分
離
さ
れ
る
生
活
24
A
A
ト
イ
レ
で
も
行
き
た
い
と
き
に
は
行
け
な
く
て
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
居
た
病
院
は
、
時
間
を
決
め
ら
れ
て
い
て
、
決
め
ら
れ
た
時
間
以
外
に
し
た
く
て
も
、
我
慢
す
る
し
か
な
く
て
、
我
慢
で
き
な
い
と
き
で
も
、
言
う
と
「な
ぜ
、
こ
ん
な
時
間
に
す
る
の
」っ
て
、
絶
対
何
か
言
わ
れ
る
。
ト
イ
レ
決
め
ら
れ
た
時
間
、
我
慢
絶
対
何
か
言
わ
れ
る
生
理
的
ニ
ー
ズ
規
則
の
あ
る
生
活
批
判
さ
れ
る
施
設
に
お
け
る
障
害
者
の
決
め
ら
れ
た
生
活
施
設
の
都
合
に
左
右
さ
れ
る
障
害
者
の
不
自
由
な
生
活
13
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A
A
夜
中
の
体
位
交
換
。
ま
だ
、
病
院
に
い
た
こ
ろ
は
自
分
で
何
と
か
で
き
た
ん
で
す
け
ど
、
施
設
に
い
た
あ
た
り
か
ら
だ
ん
だ
ん
で
き
な
く
な
っ
て
。
最
初
は
自
分
の
し
た
い
と
き
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
し
て
体
位
交
換
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、
何
か
い
つ
の
間
に
か
時
間
を
決
め
ら
れ
て
、
時
間
外
に
頼
む
と
な
ん
か
、
機
嫌
が
悪
い
っ
て
い
う
か
・・
・(
中
略
)「
さ
っ
き
し
た
で
し
ょ
う
」み
た
い
な
。
口
に
は
出
さ
な
い
け
ど
も
態
度
が
何
か
、
ほ
ん
と
に
限
界
ま
で
我
慢
し
て
・・
・。
体
位
交
換
時
間
外
、
施
設
限
界
ま
で
我
慢
、
機
嫌
が
悪
い
生
理
的
ニ
ー
ズ
好
き
な
と
き
に
体
位
交
換
が
で
き
な
い
職
員
の
機
嫌
を
窺
う
施
設
に
お
け
る
障
害
者
の
決
め
ら
れ
た
生
活
職
員
の
機
嫌
を
窺
い
、
限
界
ま
で
我
慢
す
る
し
か
な
い
施
設
の
生
活
26
A
O
友
達
は
「全
部
や
っ
て
あ
げ
る
、
う
ち
は
別
に
問
題
な
い
よ
」っ
て
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
先
生
に
じ
ゃ
あ
、
行
き
た
い
で
す
っ
て
私
も
。
申
し
込
み
し
た
で
す
っ
て
言
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
相
談
し
て
み
る
ね
っ
て
。
そ
の
場
で
は
も
ら
え
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
回
答
は
。
後
日
あ
ら
た
め
て
言
わ
れ
た
の
は
、
「何
か
あ
っ
た
時
に
責
任
取
れ
な
い
か
ら
」っ
て
言
わ
れ
て
。
友
達
、
先
生
、
責
任
取
れ
な
い
責
任
問
題
を
理
由
に
参
加
を
拒
ま
れ
る
障
害
者
の
参
加
や
活
動
を
制
約
す
る
要
因
と
し
て
の
責
任
問
題
障
害
者
の
活
動
（意
思
）を
制
約
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
27
A
O
前
し
か
座
れ
な
い
、
車
い
す
席
が
あ
る
の
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
嫌
だ
な
と
思
い
ま
す
。
後
ろ
で
見
た
い
な
と
思
っ
て
も
、
階
段
を
登
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
。
二
人
だ
と
だ
っ
こ
し
て
座
席
に
座
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
。
で
も
一
人
だ
と
大
変
前
し
か
座
れ
な
い
、
車
い
す
席
、
嫌
好
き
な
席
を
選
択
で
き
な
い
制
約
さ
れ
る
選
択
肢
障
害
者
に
対
す
る
限
ら
れ
た
選
択
肢
28
A
O
で
も
、
例
え
ば
何
か
、
美
容
師
に
な
り
た
い
な
と
か
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い
な
と
か
、
い
ろ
い
ろ
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
時
に
無
理
だ
っ
て
思
う
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
手
を
使
う
仕
事
だ
っ
た
り
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
物
理
的
に
無
理
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
手
を
使
う
仕
事
、
物
理
的
に
無
理
身
体
の
動
き
と
関
係
す
る
仕
事
は
無
理
身
体
的
特
徴
に
よ
る
職
種
の
制
約
身
体
的
特
徴
に
よ
る
職
種
の
制
約
29
C
学
校
で
言
う
と
、
や
は
り
障
害
を
持
つ
と
必
然
的
に
養
護
学
校
と
い
う
の
が
、
何
か
世
の
中
の
流
れ
と
い
う
か
、
本
当
に
一
般
的
な
も
の
。
障
害
者
や
障
害
児
の
運
動
と
か
、
そ
う
い
う
の
を
知
ら
な
い
人
の
方
が
多
い
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
絶
対
的
に
差
別
す
る
と
い
う
か
。
障
害
を
持
っ
て
い
る
と
、
普
通
学
校
に
行
く
の
が
、
な
か
な
か
行
き
づ
ら
い
と
い
う
の
が
、
あ
る
意
味
で
あ
き
ら
め
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
な
。
障
害
を
も
つ
、
養
護
学
校
、
普
通
学
校
、
差
別
障
害
者
は
養
護
学
校
に
行
か
さ
れ
る
自
分
の
こ
と
が
決
め
ら
れ
な
い
教
育
の
場
で
の
障
害
者
に
対
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
30
C
だ
ん
だ
ん
年
齢
が
上
に
な
っ
て
く
る
と
障
害
が
重
く
な
っ
て
き
て
、
僕
も
中
学
校
ま
で
は
地
元
に
い
た
ん
で
す
け
ど
、
高
校
か
ら
そ
の
施
設
の
方
に
行
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
歩
き
づ
ら
く
な
っ
て
、
家
族
負
担
が
あ
っ
た
の
で
、
今
思
え
ば
、
そ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
に
使
え
ば
良
か
っ
た
の
に
な
あ
っ
て
い
う
。
こ
れ
は
一
種
の
あ
き
ら
め
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
障
害
が
重
く
な
っ
て
、
施
設
、
家
族
負
担
障
害
の
重
度
化
に
よ
る
家
族
の
負
担
、
地
元
を
離
れ
て
の
施
設
入
所
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
施
設
入
所
家
族
依
存
の
障
害
者
介
護
、
家
族
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
施
設
入
所
(選
択
で
は
な
く
「あ
き
ら
め
」）
13
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H
途
中
中
学
く
ら
い
か
ら
自
分
自
身
の
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
、
あ
ん
ま
り
窮
屈
な
も
ん
で
。
友
達
に
い
じ
め
ら
れ
た
り
も
し
た
も
ん
で
、
自
分
の
中
で
養
護
学
校
に
行
き
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
親
が
許
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
親
は
ね
、
で
き
る
こ
と
な
ら
普
通
の
学
校
で
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
学
力
付
け
て
欲
し
か
っ
た
の
か
な
ぁ
。
健
常
者
の
中
で
慣
れ
さ
せ
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ん
け
ど
。
親
が
許
し
て
く
れ
な
か
っ
た
、
普
通
の
学
校
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
親
に
よ
る
進
路
決
定
、
健
常
者
と
の
同
等
な
学
力
健
常
者
と
同
等
の
レ
ベ
ル
を
望
む
親
教
育
に
お
け
る
親
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
32
J
も
う
ち
ょ
っ
と
軽
か
っ
た
ら
、
当
然
、
一
般
就
労
を
目
指
す
と
思
う
ん
で
す
。
言
い
方
が
ど
っ
ち
つ
か
ず
に
な
り
ま
す
け
ど
。
が
ん
ば
っ
て
で
き
な
く
も
な
い
か
ら
軽
か
っ
た
ら
、
一
般
就
労
障
害
の
程
度
職
業
選
択
重
度
の
障
害
者
は
就
職
で
き
な
い
と
い
う
意
識
障
害
者
の
一
般
就
職
へ
の
困
難
33
F
た
だ
、
車
の
運
転
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
ね
。
そ
れ
は
、
自
分
の
思
う
時
間
に
好
き
な
と
こ
ろ
に
行
け
る
け
ど
、
障
害
を
持
っ
て
お
る
が
た
め
に
あ
き
ら
め
と
い
う
か
、
あ
き
ら
め
る
し
か
な
か
っ
た
も
ん
ね
。
免
許
は
持
ち
た
か
っ
た
な
。
そ
う
は
言
う
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
今
の
僕
に
、
地
下
鉄
と
か
バ
ス
と
か
、
車
の
運
転
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
か
に
つ
い
て
み
ん
な
に
し
ゃ
べ
れ
る
か
ら
、
だ
か
ら
あ
き
ら
め
た
こ
と
で
違
う
目
が
で
て
く
れ
ば
、
プ
ラ
・マ
イ
ナ
、
ゼ
ロ
に
な
っ
て
行
く
と
思
う
よ
ね
。
車
の
運
転
地
下
鉄
と
か
バ
ス
あ
き
ら
め
た
こ
と
で
違
う
目
が
で
て
く
れ
ば
移
動
手
段
バ
リ
ア
の
経
験
新
し
い
視
点
車
の
運
転
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
バ
リ
ア
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
　
過
去
の
で
き
な
か
っ
た
経
験
へ
の
肯
定
的
な
意
味
付
与
34
W
「乗
る
の
？
」っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
、
少
し
電
車
に
乗
っ
た
ら
遠
く
に
行
け
ま
す
よ
ね
。
電
動
だ
っ
た
ら
家
の
周
り
だ
け
で
昔
は
ぐ
る
ぐ
る
、
で
も
や
っ
と
駅
の
所
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
で
き
た
ん
で
す
。
ほ
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、
「乗
る
の
？
」っ
て
言
わ
れ
た
の
で
や
め
ま
し
た
。
「乗
る
の
？
」っ
て
言
わ
れ
た
の
で
や
め
ま
し
た
、
電
車
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
駅
員
の
否
定
的
な
反
応
駅
員
の
差
別
的
対
応
と
障
害
者
の
意
欲
の
喪
失
駅
員
の
差
別
的
対
応
に
よ
る
障
害
者
の
社
会
活
動
の
制
約
35
A
V
母
親
は
ね
、
格
好
付
け
て
っ
て
い
う
か
、
プ
ラ
イ
ド
が
高
い
っ
て
い
う
か
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
子
供
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
し
ば
ら
く
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
で
き
な
か
っ
た
の
。
結
構
う
ち
の
両
親
と
い
う
の
は
、
障
害
っ
て
い
う
も
の
は
、
返
品
さ
れ
て
き
た
製
品
み
た
い
な
ぐ
ら
い
の
、
す
ご
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
、
２
人
と
も
(中
略
)。
　
(母
か
ら
）映
画
見
に
行
こ
う
と
か
、
映
画
見
に
行
く
け
ど
、
行
か
な
い
？
と
か
、
お
食
事
行
く
け
ど
、
行
か
な
い
？
っ
て
誘
わ
れ
れ
ば
行
く
け
ど
、
自
分
か
ら
言
え
な
い
。
母
親
、
プ
ラ
イ
ド
が
高
い
、
返
品
さ
れ
て
き
た
製
品
誘
わ
れ
れ
ば
行
く
、
自
分
か
ら
言
え
な
い
、
障
害
は
正
常
で
は
な
い
と
い
う
意
識
親
に
遠
慮
す
る
親
の
否
定
的
障
害
観
、
親
に
対
す
る
受
動
的
立
場
親
の
否
定
的
障
害
観
を
内
面
化
し
た
「返
品
さ
れ
た
製
品
」と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
36
A
K
施
設
で
人
間
関
係
が
難
し
く
な
っ
た
と
き
に
、
本
音
は
、
家
に
帰
り
た
い
、
と
い
う
思
い
が
ふ
つ
ふ
つ
と
わ
い
て
く
る
の
に
、
帰
り
た
い
と
い
う
言
葉
を
言
え
な
い
。
そ
れ
も
あ
き
ら
め
で
す
か
ね
。
(中
略
)き
っ
と
わ
た
し
が
帰
っ
た
ら
、
母
の
、
う
ち
の
、
う
ち
の
母
は
体
が
弱
い
の
で
、
あ
た
し
を
含
め
た
５
人
の
世
話
を
す
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
て
。
家
に
帰
り
た
い
・・
・言
え
な
い
、
母
・・
・世
話
を
す
る
の
は
無
理
親
の
介
護
負
担
の
ゆ
え
に
施
設
か
ら
出
ら
れ
な
い
親
元
か
施
設
と
い
う
二
者
択
一
の
生
活
障
害
者
介
護
の
家
族
依
存
を
背
景
と
し
た
施
設
生
活
13
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K
も
う
だ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
、
自
分
の
周
り
に
で
き
る
こ
と
ば
っ
か
り
を
並
べ
て
で
す
よ
、
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、
社
会
に
出
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
お
前
障
害
者
や
ろ
？
っ
て
言
わ
れ
て
、
健
常
者
と
違
う
や
ろ
？
っ
て
こ
う
。
ガ
バ
ッ
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
よ
。
面
接
や
な
ん
や
か
ん
や
で
。
も
う
だ
か
ら
、
あ
あ
、
お
れ
障
害
者
な
ん
や
な
っ
て
。
こ
の
と
き
が
た
ぶ
ん
ま
た
再
認
識
し
た
瞬
間
ち
ゃ
う
か
な
っ
て
。
(中
略
) 
や
っ
ぱ
り
周
り
は
健
常
者
ば
っ
か
り
や
か
ら
、
そ
の
な
か
で
生
き
残
っ
て
い
こ
う
と
思
う
と
、
か
な
り
や
っ
ぱ
り
パ
ワ
ー
も
い
る
し
、
無
理
な
ん
で
す
け
ど
ね
、
実
際
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
や
る
っ
て
こ
と
は
、
多
分
。
こ
れ
、
あ
き
ら
め
ち
ゃ
う
ん
。
お
前
障
害
者
や
ろ
？
っ
て
言
わ
れ
て
障
害
者
な
ん
や
な
っ
て
、
再
認
識
周
り
か
ら
自
分
が
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
一
般
就
職
か
ら
排
除
さ
れ
る
仕
事
の
場
に
お
け
る
障
害
者
排
除
38
A
M
施
設
の
中
で
テ
レ
ビ
の
あ
る
部
屋
と
テ
レ
ビ
の
な
い
部
屋
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
わ
た
し
は
テ
レ
ビ
の
あ
る
部
屋
に
当
た
っ
た
こ
と
が
な
く
て
、
テ
レ
ビ
を
見
る
っ
て
い
う
こ
と
も
ず
い
ぶ
ん
あ
き
ら
め
て
き
た
と
思
い
ま
す
テ
レ
ビ
の
な
い
部
屋
施
設
の
環
境
施
設
の
環
境
に
よ
る
制
約
施
設
の
都
合
に
左
右
さ
れ
る
障
害
者
の
不
自
由
な
生
活
39
A
M
あ
と
大
人
に
な
っ
て
気
が
付
い
た
の
が
、
一
番
気
が
付
い
て
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
味
わ
う
っ
て
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
た
ん
で
す
よ
。
（イ
ン
：食
事
で
す
か
？
）は
い
。
食
べ
る
こ
と
は
訓
練
だ
っ
た
の
で
。
味
わ
う
っ
て
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
め
、
食
べ
る
こ
と
は
訓
練
食
事
に
楽
し
み
は
な
か
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
と
し
て
の
食
事
障
害
を
直
す
こ
と
を
目
標
に
さ
れ
た
生
活
40
A
M
歩
く
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
最
高
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
わ
た
し
の
長
年
の
目
標
の
よ
う
に
思
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
５
歳
か
ら
と
に
か
く
高
等
部
卒
業
す
る
ま
で
歩
く
訓
練
し
て
た
わ
け
だ
か
ら
、
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
最
大
の
周
り
の
わ
た
し
へ
の
評
価
だ
っ
た
の
で
。
変
な
話
で
す
よ
ね
。
歩
く
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
最
高
に
よ
か
っ
た
歩
け
る
と
・・
・最
大
の
周
り
の
私
へ
の
評
価
歩
く
こ
と
へ
の
執
着
か
ら
の
解
放
健
常
者
に
近
づ
く
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
障
害
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
回
復
健
常
者
優
位
の
価
値
観
健
常
者
優
位
の
価
値
観
か
ら
の
脱
却
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
回
復
41
Z
そ
う
で
す
ね
。
も
と
も
と
僕
、
怪
我
し
た
と
き
に
流
れ
で
こ
う
い
う
話
も
出
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
ま
ず
自
分
は
何
も
で
き
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
一
番
最
初
の
ス
タ
ー
ト
は
。
な
の
で
、
最
初
は
あ
き
ら
め
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
全
部
こ
う
、
何
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
た
の
で
。
怪
我
、
自
分
は
何
も
で
き
な
い
あ
き
ら
め
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
障
害
者
は
無
力
と
い
う
意
識
欲
求
が
生
じ
な
い
障
害
者
は
無
力
と
い
う
意
識
か
ら
あ
き
ら
め
る
こ
と
自
体
が
な
い
否
定
的
障
害
観
か
ら
の
「あ
き
ら
め
」の
な
い
状
態
42
A
L
う
ん
、
そ
れ
こ
そ
、
何
っ
ち
ゅ
う
か
。
望
み
を
持
つ
こ
と
自
体
が
、
そ
の
資
格
が
な
い
、
そ
の
権
利
が
な
い
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
よ
う
な
と
こ
が
あ
り
ま
す
ね
え
。
望
み
を
も
つ
・・
・資
格
が
な
い
、
権
利
が
な
い
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
経
験
障
害
者
の
欲
求
や
権
利
を
認
め
な
い
周
囲
の
価
値
観
障
害
者
の
欲
求
や
権
利
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
社
会
S
C
A
T
(S
te
ps
 f
or
 C
od
in
g 
an
d 
T
he
or
iz
at
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n)
を
使
っ
た
質
的
デ
ー
タ
分
析
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5 
番 号
発 話 者
テ
ク
ス
ト
<1
>テ
ク
ス
ト
中
の
注
目
す
べ
き
語
句
<2
>テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
言
い
か
え
<3
>左
を
説
明
す
る
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
外
の
概
念
<4
>テ
ー
マ
・構
成
概
念
（前
後
や
全
体
の
文
脈
を
考
慮
し
て
）
1
A
J
友
達
と
会
う
に
も
、
そ
こ
に
は
介
助
者
が
い
て
。
今
本
当
に
仲
良
く
し
て
る
友
達
は
そ
れ
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
く
れ
て
る
の
で
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
い
て
も
ち
ゃ
ん
と
い
ろ
い
ろ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
か
ら
何
か
ら
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
わ
た
し
の
方
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
介
助
者
が
い
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
べ
て
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
聞
か
れ
て
る
っ
て
思
う
と
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
そ
こ
ま
で
す
べ
て
。
自
分
の
こ
と
そ
ん
な
に
明
か
さ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
介
助
者
が
い
る
、
す
べ
て
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
介
助
者
に
自
分
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
い
知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
介
助
者
の
存
在
の
両
面
性
2
A
J
た
ぶ
ん
今
は
逃
げ
の
体
制
で
悪
い
面
を
あ
き
ら
め
て
る
。
そ
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
は
。
例
え
ば
「向
こ
う
で
待
機
し
て
」っ
て
言
え
ば
い
い
の
に
、
言
っ
た
あ
と
の
こ
と
が
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
と
「い
い
や
、
自
分
が
あ
き
ら
め
れ
ば
い
い
や
」み
た
い
な
感
じ
に
。
悪
い
方
法
で
落
ち
着
い
て
る
気
は
す
る
、
今
。
で
も
そ
れ
は
あ
と
に
続
く
人
の
た
め
に
は
本
当
は
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
に
、
ど
う
い
う
状
況
で
あ
れ
、
ど
う
い
う
関
係
性
で
あ
れ
、
ど
ん
な
性
格
の
人
で
あ
れ
本
当
は
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、
自
分
が
楽
す
る
た
め
に
あ
き
ら
め
て
る
逃
げ
の
体
制
、
悪
い
方
法
で
落
ち
着
い
て
る
自
分
が
楽
す
る
た
め
消
極
的
姿
勢
介
助
者
か
ら
の
反
感
を
避
け
る
た
め
介
助
者
の
機
嫌
を
窺
う
介
助
者
の
機
嫌
を
窺
う
こ
と
で
欲
求
の
主
張
を
抑
え
る
3
A
K
い
ろ
い
ろ
あ
り
過
ぎ
て
。
ど
う
し
て
も
や
っ
ぱ
り
、
な
ん
か
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ろ
う
か
っ
て
い
う
こ
と
を
、
ち
ょ
こ
っ
ち
ょ
こ
っ
と
し
た
、
ち
ょ
こ
っ
と
、
少
し
、
少
し
の
い
ろ
ん
な
言
葉
の
端
々
に
感
じ
取
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
き
つ
い
で
す
ね
。
(中
略
)そ
れ
に
、
で
も
や
っ
ぱ
り
、
預
金
通
帳
か
ら
お
金
を
出
し
に
行
く
と
き
に
や
っ
ぱ
り
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
行
く
わ
け
で
す
よ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
て
な
い
、
預
金
通
帳
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人
情
報
の
不
安
知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
介
助
者
の
存
在
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人
情
報
を
守
る
こ
と
が
困
難
4
I
た
と
え
ば
で
す
ね
、
い
ま
の
生
活
で
も
や
っ
ぱ
り
自
分
が
好
き
な
も
の
、
ま
あ
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
お
る
か
ら
、
何
で
も
買
え
る
っ
ち
ゃ
あ
買
え
る
ん
だ
け
ど
、
こ
う
、
見
ら
れ
た
く
な
い
も
の
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
の
心
理
と
か
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
見
ら
れ
た
く
な
い
も
の
。
本
当
に
体
が
動
け
ば
い
い
の
に
、
(中
略
）そ
こ
の
部
分
の
遠
慮
が
、
遠
慮
で
す
。
見
ら
れ
た
く
な
い
も
の
遠
慮
見
ら
れ
た
く
な
い
／
知
ら
れ
た
く
な
い
思
い
た
め
ら
い
見
ら
れ
た
く
な
い
／
知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
、
欲
求
を
抑
え
る
見
ら
れ
た
く
な
い
／
知
ら
れ
た
く
な
い
ゆ
え
に
欲
求
を
抑
え
る
第
３
章
　
参
考
資
料
④
　
自
立
生
活
後
の
「あ
き
ら
め
」の
Ｓ
Ｃ
A
Ｔ
分
析
1
3
6
 
5
I
お
昼
仕
事
を
し
て
、
夜
に
来
て
く
れ
る
方
も
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
人
は
仕
事
に
行
き
ま
す
か
ら
、
そ
ん
な
方
の
と
き
は
、
い
く
ら
自
分
は
お
金
を
も
ら
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
は
い
え
次
の
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
気
を
遣
い
ま
す
よ
ね
。
（
中
略
）
そ
れ
が
世
の
中
の
、
生
き
て
い
く
術
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
、
私
は
。
こ
う
い
う
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
は
ね
。
気
を
遣
い
ま
す
ね
生
き
て
い
く
術
介
助
者
へ
の
配
慮
自
立
生
活
を
営
む
た
め
の
方
法
自
立
生
活
を
営
む
た
め
の
介
助
者
へ
の
配
慮
や
気
遣
い
自
立
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
介
助
者
へ
の
配
慮
や
気
遣
い
6
I
腑
に
は
落
ち
て
な
い
で
す
よ
。
自
分
を
納
得
さ
せ
て
お
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
心
底
か
ら
は
納
得
し
て
い
な
い
と
思
う
。
こ
れ
じ
ゃ
な
い
っ
て
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
ど
ん
な
善
良
な
体
が
動
く
人
で
も
、
こ
の
世
の
中
で
生
き
て
い
る
限
り
、
制
約
と
い
う
の
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
受
け
て
い
る
と
思
う
の
で
す
よ
。
そ
れ
が
多
い
か
少
な
い
か
、
と
い
う
。
私
は
そ
う
い
う
考
え
で
、
自
分
を
納
得
さ
せ
て
い
る
と
い
う
か
。
腑
に
は
落
ち
て
な
い
体
が
動
く
人
、
制
約
自
分
を
納
得
さ
せ
て
い
る
納
得
し
き
っ
て
は
い
な
い 誰
に
で
も
制
約
は
あ
る 自
分
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
制
約
を
自
己
合
理
化
し
よ
う
と
す
る
が
し
き
れ
て
い
な
い
身
体
的
特
性
と
か
か
わ
る
制
約
に
対
す
る
自
己
合
理
化
7
I
長
い
こ
と
、
県
外
は
出
た
こ
と
な
い
。
県
外
、
市
外
も
出
た
こ
と
が
な
い
。
(中
略
)大
き
い
方
(排
泄
)が
出
そ
う
で
出
な
い
と
き
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
私
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
、
寝
て
す
る
も
の
で
。
た
と
え
、
座
れ
た
と
し
て
も
、
介
護
者
が
３
人
に
な
る
ん
で
す
よ
。
移
動
す
る
の
で
。
県
外
、
市
外
も
出
た
こ
と
が
な
い
介
護
者
が
３
人
に
な
る
近
所
以
外
の
外
出
が
で
き
な
い
外
出
の
際
複
数
の
介
助
者
が
要
る
体
力
や
ト
イ
レ
の
心
配
に
よ
る
外
出
困
難
手
間
の
か
か
る
ト
イ
レ
介
助
や
体
力
な
ど
の
身
体
的
特
性
に
よ
る
外
出
の
困
難
8
Z
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
だ
と
、
こ
う
い
う
仕
事
も
あ
る
ん
で
す
か
と
思
わ
せ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
と
思
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
、
多
分
。
だ
か
ら
、
「仕
事
と
し
て
そ
れ
を
ヘ
ル
パ
ー
は
や
る
の
？
」と
い
う
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
仕
事
も
あ
る
ん
で
す
か
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
介
助
者
が
仕
事
と
し
て
捉
え
る
介
助
の
範
囲 介
助
者
の
顔
色
を
窺
う
介
助
を
め
ぐ
る
障
害
者
と
介
助
者
の
価
値
観
の
ズ
レ
介
助
者
か
ら
の
反
感
を
避
け
た
い
意
識
介
助
の
範
囲
ズ
レ
に
よ
る
障
害
者
の
遠
慮
9
A
C
例
え
ば
私
と
彼
の
間
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
、
背
広
は
脱
が
し
て
あ
げ
ら
れ
て
、
楽
な
服
装
に
着
替
え
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
だ
け
ど
、
そ
こ
ま
で
ヘ
ル
パ
ー
に
、
い
く
ら
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
だ
か
ら
っ
て
言
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
限
界
が
あ
る
わ
け
で
。
彼
、
着
替
え
さ
せ
て
あ
げ
る
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
だ
か
ら
っ
て
言
え
な
い
、
限
界
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
想
い
か
ら
生
じ
る
ニ
ー
ズ
ニ
ー
ズ
の
抑
制
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
と
介
助
の
範
囲
介
助
の
範
囲
の
ズ
レ
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
抑
制
1
0
C
あ
き
ら
め
と
い
う
と
、
や
は
り
結
婚
と
か
い
う
、
あ
る
意
味
、
日
本
の
社
会
と
、
保
障
的
な
と
こ
ろ
で
、
所
得
保
障
と
い
う
の
か
な
、
年
金
で
あ
っ
た
り
と
か
、
手
当
と
か
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
結
婚
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
得
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
が
あ
っ
た
り
と
か
。
結
婚
す
る
こ
と
で
、
所
得
保
障
、
そ
れ
が
得
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
結
婚
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
利
益
結
婚
を
抑
制
さ
せ
る
制
度
的
背
景
障
害
者
の
結
婚
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
社
会
保
障
制
度
1
3
7
 
1
1
C
日
常
生
活
の
中
で
介
助
体
制
が
決
し
て
十
分
で
は
な
い
か
な
、
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
介
助
体
制
が
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
、
あ
る
意
味
で
制
限
し
て
い
る
。
介
助
体
制
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
、
制
限
介
助
者
の
確
保
が
不
十
分
制
約
さ
れ
る
生
活
介
助
者
不
足
問
題
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
障
害
者
の
生
活
介
助
者
不
足
の
問
題
に
よ
る
生
活
の
不
安
定
1
2
Q
こ
こ
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
2
4
時
間
体
制
な
の
で
、
好
き
な
時
間
に
来
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
朝
早
く
、
夜
遅
い
時
間
に
入
っ
て
く
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
少
な
い
の
で
、
出
か
け
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
の
で
そ
の
時
間
に
入
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
か
な
。
２
４
時
間
体
制
そ
の
時
間
に
入
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
障
害
者
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
介
助
体
制 介
助
者
派
遣
が
難
し
い
時
間
帯
２
４
時
間
介
助
保
障
体
制
に
お
け
る
課
題
介
助
す
る
側
の
望
む
勤
務
時
間
帯
と
障
害
者
の
生
活
ニ
ー
ズ
の
ズ
レ
1
3
F
そ
れ
で
、
若
い
時
に
は
、
結
婚
し
た
か
っ
た
。
今
は
一
人
が
楽
だ
な
と
思
っ
て
い
る
。
さ
っ
き
の
話
と
一
緒
だ
よ
。
こ
れ
は
あ
き
ら
め
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
。
俺
の
な
か
で
は
あ
き
ら
め
と
思
い
た
く
な
い
じ
ゃ
ん
。
（中
略
）う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
る
か
ら
。
あ
き
ら
め
イ
コ
ー
ル
悪
い
事
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
あ
き
ら
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
方
を
考
え
る
か
ら
。
そ
れ
は
早
い
方
が
い
い
じ
ゃ
ん
。
例
え
ば
、
結
婚
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
そ
れ
を
続
け
れ
ば
い
い
し
。
結
婚
し
た
か
っ
た
今
は
一
人
が
楽
「あ
き
ら
め
」と
思
い
た
く
な
い
悪
い
事
じ
ゃ
な
い
結
婚
願
望
今
の
自
分
の
肯
定
あ
き
ら
め
は
良
い
結
果
に
な
る
こ
と
も
あ
る
今
の
自
分
の
肯
定
に
よ
る
過
去
の
あ
き
ら
め
の
意
味
付
け
の
変
化
過
去
の
で
き
な
か
っ
た
経
験
へ
の
肯
定
的
な
意
味
付
与
1
4
W
今
は
な
い
で
す
ね
。
あ
ま
り
、
障
害
者
や
か
ら
と
い
っ
て
、
自
分
だ
け
が
良
け
れ
ば
良
い
っ
て
考
え
で
は
駄
目
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
普
通
に
入
り
た
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
段
差
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
段
差
を
上
が
る
の
に
対
し
て
、
別
に
僕
が
頑
張
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
食
べ
た
い
っ
て
い
う
自
分
の
思
い
を
店
員
に
伝
え
て
あ
げ
て
も
ら
い
ま
す
し
、
そ
こ
で
結
局
、
何
で
す
か
、
他
の
お
客
様
が
ど
う
で
も
い
い
か
ら
と
言
っ
て
、
僕
だ
け
が
食
べ
た
い
と
か
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
自
分
も
食
べ
る
権
利
が
あ
る
ん
や
か
ら
、
そ
う
い
う
思
い
は
伝
え
て
い
く
気
持
ち
に
は
あ
り
ま
す
今
は
（あ
き
ら
め
は
）
な
い
自
分
の
思
い
を
店
員
に
伝
え
て
欲
求
へ
の
我
慢
を
し
な
い
権
利
主
張
「あ
き
ら
め
」の
な
い
生
活
障
害
ゆ
え
の
「あ
き
ら
め
」は
な
い
生
活
1
5
T
お
風
呂
の
介
助
で
、
自
分
は
男
性
の
介
助
が
欲
し
い
ん
だ
け
ど
、
男
性
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
態
、
こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
言
う
と
約
1
割
く
ら
い
か
な
、
男
性
の
人
が
い
な
い
の
で
、
男
性
の
人
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
女
性
の
人
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
お
風
呂
の
介
助
・・
・
男
性
の
介
助
が
欲
し
い
男
性
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
態
同
性
に
よ
る
入
浴
介
助
の
希
望
男
性
の
介
助
者
不
足
男
性
介
助
者
不
足
に
よ
る
異
性
か
ら
の
入
浴
介
助
介
助
者
の
性
別
の
偏
り
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
制
約
1
6
A
B
障
害
持
っ
て
る
と
、
常
に
人
に
や
っ
ぱ
り
、
介
助
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
体
を
見
ら
れ
た
り
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
仕
方
な
い
こ
と
、
例
え
ば
ト
イ
レ
の
介
助
に
し
て
も
、
お
風
呂
の
介
助
に
し
て
も
、
必
要
な
こ
と
だ
か
ら
仕
方
な
い
し
裸
の
付
き
合
い
が
で
き
る
と
思
え
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
が
死
ぬ
ま
で
続
く
の
か
な
っ
て
思
っ
た
り
す
る
と
結
構
切
な
か
っ
た
り
し
ま
す
ね
。
体
を
見
ら
れ
た
り
仕
方
な
い
死
ぬ
ま
で
続
く
結
構
切
な
か
っ
た
り
体
（裸
）を
見
ら
れ
る
割
り
切
る
一
生
切
り
離
せ
な
い
割
り
切
れ
な
い
体
（裸
）を
見
ら
れ
る
こ
と
を
割
り
切
ろ
う
と
し
て
も
割
り
切
れ
な
い
常
に
介
助
者
に
体
（裸
）を
見
ら
れ
る
生
活
に
対
す
る
葛
藤
1
3
8
 
1
7
V
自
身
は
別
に
全
然
結
婚
を
あ
き
ら
め
る
つ
も
り
も
な
い
し
。
も
う
そ
れ
こ
そ
は
縁
の
問
題
や
と
思
っ
て
る
か
ら
、
縁
さ
え
あ
れ
ば
、
収
入
ど
う
こ
う
と
か
は
気
に
せ
ん
時
に
、
と
は
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
た
だ
、
そ
れ
以
前
に
、
恋
愛
の
と
っ
か
ら
あ
き
ら
め
て
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
（中
略
）付
き
合
っ
て
て
も
、
そ
ん
な
に
楽
し
く
な
い
だ
ろ
う
な
っ
て
、
ど
っ
か
で
思
っ
て
る
自
分
が
い
て
、
そ
う
考
え
る
と
、
恋
愛
は
N
G
に
、
あ
き
ら
め
に
つ
な
が
る
の
か
な
あ
っ
て
。
恋
愛
の
と
っ
か
ら
あ
き
ら
め
楽
し
く
な
い
恋
愛
は
自
分
に
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
相
手
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
固
定
さ
れ
た
恋
愛
の
イ
メ
ー
ジ
固
定
的
な
恋
愛
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
自
己
抑
制
1
8
V
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
を
借
り
る
時
に
、
自
分
個
人
の
恥
ず
か
し
さ
だ
け
で
、
借
り
れ
る
と
、
ヘ
ル
パ
ー
を
介
し
て
恥
ず
か
し
さ
が
二
重
、
三
重
に
な
る
。
そ
の
辺
の
あ
き
ら
め
は
違
う
か
な
。
個
人
的
に
あ
き
ら
め
る
だ
け
だ
っ
た
ら
同
じ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
障
害
が
あ
る
が
ゆ
え
に
あ
き
ら
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
な
っ
て
い
う
気
は
し
ま
す
。
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
ヘ
ル
パ
ー
を
介
し
て
恥
ず
か
し
さ
が
二
重
、
三
重
性
的
欲
求
常
に
他
人
が
傍
に
い
る
生
活
恥
ず
か
し
さ
の
倍
増
知
ら
れ
る
／
見
ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
知
ら
れ
る
／
見
ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
生
活
1
9
S
何
て
い
う
か
付
き
合
う
と
か
、
そ
う
い
う
観
点
で
見
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
か
。
(中
略
)だ
か
ら
今
も
付
き
合
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
に
は
あ
る
け
ど
・・
・実
際
そ
う
い
う
付
き
合
っ
た
り
し
た
ら
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
も
そ
う
だ
し
、
限
ら
れ
て
し
ま
う
し
、
負
担
に
な
る
こ
と
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
た
り
。
(イ
ン
:そ
れ
は
ど
う
い
う
負
担
で
す
か
）い
ろ
い
ろ
な
、
介
助
と
か
も
そ
う
だ
し
、
生
活
力
も
含
め
て
、
自
分
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
自
信
が
持
て
な
い
の
で
。
付
き
合
う
と
か
、
そ
う
い
う
観
点
で
見
た
こ
と
は
な
い
介
助
、
生
活
力
ま
っ
た
く
・・
・自
信
が
持
て
な
い
異
性
と
の
交
際
に
つ
い
て
考
え
な
い
障
害
の
影
響
に
よ
る
自
信
の
欠
如
自
信
の
欠
如
か
ら
く
る
恋
愛
へ
の
自
己
抑
制
否
定
的
な
自
己
意
識
に
よ
る
恋
愛
へ
の
自
己
抑
制
2
0
A
R
例
え
ば
ね
、
わ
ざ
わ
ざ
高
い
階
段
で
、
ほ
か
の
人
が
一
人
の
私
を
上
げ
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
中
に
入
っ
て
か
ら
ト
イ
レ
と
か
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
出
て
く
る
よ
ね
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
階
段
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
以
上
に
降
り
る
時
も
助
け
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
。
も
し
か
し
た
ら
ト
イ
レ
の
問
題
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ
り
は
、
今
日
は
次
の
楽
し
み
に
取
っ
て
お
こ
う
と
か
。
そ
ん
な
形
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
先
も
考
え
て
し
ま
う
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
ち
ょ
っ
と
先
も
考
え
て
し
ま
う
次
の
楽
し
み
バ
リ
ア
の
多
い
環
境
先
の
状
況
に
対
す
る
不
安
先
送
り
不
安
要
素
の
あ
る
状
況
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
思
い
こ
れ
ま
で
の
困
難
な
経
験
か
ら
生
じ
る
消
極
的
な
姿
勢
2
1
A
自
分
の
確
信
と
か
、
自
分
の
価
値
観
と
か
。
健
常
者
社
会
、
じ
ゃ
な
い
や
、
昔
は
健
常
者
社
会
に
囚
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
は
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
価
値
観
で
生
き
て
い
け
ま
す
。
健
常
者
社
会
に
囚
わ
れ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
価
値
観
健
常
者
中
心
の
価
値
観
の
内
面
化
自
分
に
合
っ
た
新
た
な
価
値
観
価
値
観
の
転
換
健
常
者
社
会
の
意
識
か
ら
自
分
に
合
っ
た
価
値
観
へ
の
変
化
2
2
A
P
前
は
３
年
間
掛
け
て
、
「で
き
る
こ
と
は
や
り
ま
す
よ
」っ
て
言
っ
て
、
で
、
や
っ
と
役
員
（P
T
A
)に
な
っ
た
ら
、
「分
か
ん
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
ん
な
に
で
き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
」っ
て
言
わ
れ
て
。
（中
略
)そ
こ
ま
で
な
る
ま
で
が
大
変
っ
て
い
う
か
、
多
分
、
今
度
の
学
校
で
は
も
う
い
い
か
な
っ
て
あ
き
ら
め
て
る
ん
だ
け
ど
。
3年
間
掛
け
て
、
そ
こ
ま
で
な
る
ま
で
が
大
変
も
う
い
い
か
な
周
囲
か
ら
理
解
を
得
る
た
め
の
苦
労
繰
り
返
し
た
く
な
い
障
害
者
に
対
す
る
周
囲
の
理
解
不
足
周
囲
と
関
係
を
形
成
す
る
際
に
生
じ
る
困
難
1
3
9
 
2
3
K
(ヘ
ル
パ
ー
を
使
わ
な
い
)本
当
の
理
由
は
ね
、
ま
あ
認
め
て
い
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
か
、
自
分
の
障
害
と
向
き
合
え
て
い
な
い
と
い
う
か
、
受
容
し
切
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
や
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
障
害
、
受
容
し
切
れ
て
い
な
い
自
分
を
障
害
者
と
思
わ
な
い
障
害
受
容
の
困
難
自
分
で
で
き
る
と
い
う
思
い
か
ら
の
介
助
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
拒
否
2
4
X
意
外
と
東
京
と
か
行
く
と
、
誰
も
知
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
地
元
は
な
か
な
か
抑
え
よ
う
抑
え
よ
う
っ
て
い
う
か
。
そ
う
で
す
ね
。
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う
と
こ
（風
俗
店
）に
、
こ
の
辺
じ
ゃ
行
か
な
い
か
ら
。
(中
略
)自
分
の
中
で
抑
え
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
誰
も
知
ら
な
い
地
元
、
抑
え
よ
う
人
の
目
を
気
に
し
な
く
て
よ
い
人
の
目
が
気
に
な
る
知
ら
れ
る
／
見
ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
隠
せ
な
い
性
的
欲
求
を
満
た
す
こ
と
の
困
難
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